
日
蓮
の
用

い
た
勘
文
 
(
か
ん
も
ん
)
 の
義
に

つ
い
て
 
(
岩

佐
)

日
蓮

の
用

い
た
勘
文
 
(か
ん
も

ん
)
 の
義

に

つ
い
て

岩

佐

貫

三

日
蓮
が
鎌
倉
を
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
は
、
宛
か
も
前
後
二
百

年
に
亙
る
京
都
中
心
の
摂
関
政
治

の
衰
退
に
よ
り
政
治

の
舞
台
も
大
き

く
移
り
変
り
、
新
し
く
鎌
倉
を
申
心
と
し
た
武
士
政
権
の
確
立
し
つ
つ

あ
つ
た
時
代
で
あ
る
。
又
、
従
来

の
貴
族
社
会
を
対
象
と
し
た
摂
関
陰

陽
道
も
や
が
て
そ
の
本
拠
を
関
東
陰
陽
道
の
体
制
下
に
移
行
し
つ
つ
あ

つ
た
時

代
で
も
あ
る
。
即
ち
賀

・
安
両
家
を
総
本
家
と
す
る
陰
陽
道
各

家
も
幕
府

の
御
用
陰
陽
師
集
団
と
し
て
の
形
態
に
生
れ
変
り
、

一
般
陰

陽
道
の
世
界
も
そ
れ
に
比
重
が
傾
き
つ
つ
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、

一
般
の
指
導
的
日
本
人
が
前
代

の
王
朝
以
来
の
伝
統
と
こ
れ
を
否
定
し

よ
う
と
し
て
も
否
定
し
切
れ
な
い
惰
性
的
な
思
考
の
さ
中
に
あ

つ
て
所

謂
新
興
勢
力
で
あ
る
関
東
武
士
の
間
に
さ
え
も
、
京
都
人
の
模
倣
に
つ

と
め
る
結
果
易
卜

・
物
忌
み
等
の
思
考
な
り
、
呪
術
思
想
な
り
、
幼
稚

な
呪
術
信
仰
な
り
が
い
つ
の
ま
に
か
幕
府
政
権
下
に
再
現
さ
れ
、
王
朝

時
代
よ
り
し
の
び
込
ん
だ
陰
陽
思
想
の
承
継
と
し
て
こ
れ
ら
が
幕
政
下

の
一
般
教
養
人
な
り
、
関
東
庶
民
な
り
の
間
に
も
滲
透
し
つ
つ
あ
つ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
今
更
乍
ら
吾
妻
鑑

・
九
条
兼
実
日
記
そ
の
他
の

公
卿
日
記
等
を
あ
げ
る
迄
も
な
い
。
又
、

こ
の
現
象
は
例
え
ば
表
題
の

日
蓮
の
場
合
も
例
外
で
な
か
つ
た
と
云
え
よ
う
。
端
的
に
言
つ
て
鎌
倉

幕
府
御
用
陰
陽
師
グ

ル
ー
プ
と
日
蓮
と
の
接
近

と
い
う
事
実
も
あ
な
が

(
1
)

ち
考
え
ら
れ
な
い
事
で
は
な

い
。
(能
登

・
妙
成
寺
断
簡
遺
文
等
参
照
)
 或

は
日
蓮
の
用
い
た
太
歳
紀
年
法
等
よ
り
み
て
も

日
蓮

の
思
考
形
式
な

り
、
思
想
形
態
な
り
の
片
隅
に
も
そ
の
教
養
の

一
端
と
し
て
陰
陽
道
思

想
の
片
鱗
を
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
私
は
既
成
の
宗
門
的
な

知
識
を
介
入
す
る
こ
と
な
く

一
般
的
な
客
観
的
な
立
場
で
日
蓮
の
用
い

た
勘
文
思
想
の
原
点
を
私
な
り
に
解
明
し
て
み
た
い
。
周
知
の
如
く
古

来
よ
り
陰
陽
道
家
な
り
、
明
経
道

・
明
法
道

・
天
文
道

・
暦
道

・
く
す

し
道
等
の
諸
家
に
よ
つ
て
専
門
的
な
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
き
た
つ
た

勘
文
と
は
元

々
あ
る
文
証
に
よ

つ
て
天
文
現
象
な
り
、
自
然
現
象
な
り

の
故
実
来
由
を
勘
考
し
、
そ
の
及
ぼ
す
未
来
相
を
予
想
し
、
予
言
し
て

そ
の
結
論
を
上
奏
す
る
と
い
う
上
奏
文
的
使
命
を
も
含
む
独
特
の
意
義

を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
特
に
陰
陽
家
に
よ

つ
て
例
え
ば
中
原
家
の
諸
道

勘
文
の
例
に
み
ら
れ
る
如
く
後
世
は
革
命
勘
文

・
革
令
勘
文
等
の
意
に
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も
用
い
ら
れ
い
つ
の
ま
に
か
未
来
を
察
知
す
る
と
い
う
図
識
的

・
識
緯

的
意
味
を
も
つ
て
発
農
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
形
式
は

「勘
申
…
…
事
」

か
ら
始
り
、
「
謹
以
勘
中
如
レ件

何

月
何
某
」
と
か

「侃
勘
中
…
…
年
月

日
何
某
」
と
か

「伍
言

上
如
レ件

何
某
」
等

の
む
す
び
を
以
て
終
る

一
連
の
官
公
的
表
啓
文
で
あ
る
。
即

ち
か

つ
て
の
平
安
朝
の
太
政
官
外
記
な
り
、
内
史
 
(
記
)
 が
、
専
ら
こ

れ
に
当

つ
た
と
い
う
勘
文
文
書
の
形
式
か
ら
脱
却
し
て
日
蓮
の
用

い
た

独
特
の
勘
文
は
立
正
安
国
論
と
し
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

い
ず

れ
に
し
て
も
陰
陽
道
的
側
面
か
ら
み
て
も
、
立
正
安
国
論
は

一
つ
の
す

ぐ
れ
た
典
型
的
な
勘
文
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
こ
の
勘
文
の
性

格
を
除

い
て
は
立
正
安
国
論
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
尤
も
日
蓮

の
用
い
る
勘
文
と
い
う
こ
と
ば
の
意
義
は
広
義
の
場
合
と
狭
義
の
場
合

の
両
様
が
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
か
ら
は
私
は
む
し
ろ
日
蓮
の
陰

陽
道
的
教
養
の

一
端
を
察
知
す
る
し
、
後
者
の
狭
義
の
場
合
は
太
歳
の

紀
年
法

の
採
用
な
り
、
七
難
の
予
言
的
思
考
な
り
、
宿
旺
道
的
思
考
等

な
り
か
ら
立
正
安
国
論
そ
の
も
の
を
日
蓮
の

一
つ
の
代
表
的
勘
文
と
し

て
考
え
た

い
の
で
あ
る
。
尤
も

「勘
文
」
と

「論
」
と
の
矛
盾
も
考
え

(
1
)

ら
れ
る
。

(明
徐
師
曾
撰
文
体
明
弁
参
照
)
 以
後
安
国
論
関
係

の
日
蓮
遺

文
を
中
心
と
し
、
そ
の
成
立
の
前
後
次
第
か
ら
考

え
て
み
よ
う
。
勿

論
、
そ

の
由
つ
て
来
た
る
因
は
天
変
地
異
が
発
端
で
あ
り
、

こ
の
時
代

の
数

々
の
地
変
天
異
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ま
ず
正
嘉
の
大
地
震
の
こ
と

を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
蓮
の
爾
後
継
続
す
る
対
国
家
運
動
な
り
、
本

地
開
顕
の
生
涯
を
通
じ
て
の
安
国
論
上
奏
は
そ

の
口
火
で
あ
り
、
前
哨

戦
で
も
あ
る
。
安
国
論
御
勘
由
来

・
顕
立
正
意
抄

・
下
山
御
消
息

・
宿

屋
入
道
許
御
状

・
中
興
入
道
消
息

・
清
澄
寺
大
衆
中

・
法
蓮
抄

・
呵
責

諺
法
滅
罪
砂
等
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
正
嘉
の
地
震
の
被
害
の
甚
大
さ
に

つ
い
て
は
吾
妻
鑑
四
十
九
巻
の
正
嘉
元
年
八
月
廿
三
目
の
項
に
記
録
さ

れ
て
詳
し
い
。

乙
已
。
晴
。
戌
剋
大
地
震
。
有
音
。
神
社
仏
閣

一
宇
而
無
全
。
山
岳
頽
崩
。

人
屋
顛
倒
。
築
地
皆
悉
破
損
。
所
々
地
裂
。
水
涌
出
。
中
下
馬
橋
辺
地
裂

破
。
自
其
中
。
火
炎
燃
出
。
色
青
云
々

文
応
元
年
 (
一
二
六
〇
年
)
 七
月
、
献
進
の
立
正
安
国
論
要
本
 (中
山
格

護
本
)
 な
り
、

八
年
後
の
文
永
五
年
正
月
の
法
堕
坊
平
盛
時
宛
の
御
勘

由
来
な
り
、
翌
文
永
六
年
十
二
月
に
添
加
さ
れ

た
奥
書
 
(尤
も
身
延
曾

存
本
に
は
文
永
五
年
時
宗
宛
の
副
状
が
あ
る
)
 の
時
代
考
証
よ
り
、
す
す
ん

で
は
建
治
元
年
の
再
治
本
と
い
わ
れ
る
本
囲
寺
蔵
の
所
謂
広
本
に
到
る

変
遷
は
あ

つ
た
と
し
て
も
、
又
そ
の
書
誌
学
的
研
究
の
結
論
は
今
尚
、

そ
の
結
論
を
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、

日
蓮
に
あ
つ
て
勘
文
的
性

格

の
潜
在
は
否
定
で
き
な
い
。
現
存
の
遺
文
中
、
勘
文
の
語
を
使
用
さ

れ
る
も
の
十

二
ケ
書
 
(御
勘
由
来
(
3
)
宿屋
入
道
許
御
状
(
1
)
安
国論
奥
書

(
1
)
法門
可
被
中
様
事
(
1
)
金吾
殿
御
返
事
(
1
)佐
渡
御
書
(
1
)富
士
殿
御
返

事
(
1
)及
び
三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
(
1
)安
国
論
副
状
(
1
)昭
和
定
本
遺

文
秩
文
(
1
)計
(
1
2
)
。

数
字
は
使
用
度
数
)
を
数
え
ら
れ
る
が
こ
れ
ら
の
諸
遺

文
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
す

べ
て
こ
れ
安
国
論
に
始
り
、
安
国
論

日
蓮

の
用

い
た
勘
文
 
(
か
ん
も

ん
)
 の
義

に

つ
い
て
 
(
岩

佐
)

-267-



日
蓮
の
用
い
た
勘
文
 (
か
ん
も
ん
)
 の
義
に
つ
い
て
 (岩

佐
)

に
終
る
と
い
う
勘
文
の
意
で
あ
る
。

造
二作
勘
文
引

共
名
号
二立
正
安
国
論
一
 (御
勘
由
来
)
 (昭
定
遺
4
2
2
頁
)

相
叶
二
日
蓮
勘
文
凶云
々
 (御
勘
由
来
)
 (昭
定
遺
4
2
3
頁
)

勘
文

一
通
撰
レ之
 (宿
屋
入
道
許
御
状
)
 (昭
定
遺
4
2
4
頁
)

既
勘
文
叶
レ之
 (奥
書
)
 (昭
定
遺
4
4
3
頁
)

勘
文
も
て
こ
れ
を
つ
げ
知
ら
し
む
 (法
門
可
被
申
様
之
事
)
 (昭
定
遺
4
5
5
頁
)

等
の
用
例
の
如
く
日
蓮
の
場
合
の
勘
文
の
す
べ
て
は
安
国
論
の
意
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
只
、
僅
か
に
佐
渡
御
書
の
外
典
砂
、
文
句
二
、
玄

四
本
末
、
勘
文
、
宣
旨
等
 
(昭
定
遺
6
1
1
頁
)
 の

一
般
的
意
味
と
富
木
殿
御

返
事
の
定
如
二
勘
文
一候
べ
き
か
 (昭
定
遺
4
5
8
頁
)
 な
り
、
三
世
諸
仏
総
勘

文
教
相
廃
立
の
勘
文
シ
テ
給

ヒ
テ
日
バ
ク
 (昭
定
遺
1
6
8
9
頁

)
 等

の
動
詞
的

用
法
等

の
例
外
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
誠
に
進
献
本
に
最
も
近
い
と
伝

え
ら
れ
る
玉
沢
妙
法
華
寺
本
の
日
興
師
書
写
本
の
安
国
論
冒
頭

の
天
台

沙
門
日
蓮
勘
レ之
の
義
こ
そ
日
蓮
の
用
い
た
勘
文
の
意
で
な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。
尚
、

日
蓮
の
用
い
た

「
勘
ふ
」
の
語
義
に
つ
い
て
序
乍
ら

一

見
し
て
み
る
に
現
存
遺
文
中
、
摘
出
さ
れ
る
も
の
約
九
ケ
書
 
(安
国
論

奥
書
(
3
)顕
立
正
意
抄
(
1
)下
山
御
消
息
(
1
)中
興
入
道
消
息
(
1
)清
澄
大
衆

中
(
1
)呵
責
諦
法
滅
罪
砂
(
1
)本
尊
問
答
鉛
(
1
)
。
数
字
は
使
用
度
数
)
で
あ

る
。
か
く
の
如
く
こ
の
勘
文
の
義
は
天
災
地
変
に
つ
い
て
之
を
経
文
に

照
ら
し
勘
考
し
て
自
己
の
所
懐
を
述
べ
更
に
未
来
を
予
識
す
る
意
味
に

解
す
べ
き
か
と
思
う
。

こ
均
で
更
に
す
す
ん
で
日
蓮
と
謙
倉
幕
府
御
用

陰
陽
師
グ
ル
ー
プ
と
の
交
り
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一
体
、
安
国
論
奥

書
に
自
署
し
て
い
る
文
応
元
年
の
太
歳
庚
申
の
年
紀
法
と
文
永
元
年
太

歳
甲
子
の
年
紀
法
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
は
甲

子
革
命
の
思
想
の
暗
示

で
あ
る
。
即
ち
…
…
既

に
勘
文
之
に
叶
う
。
之

に
準
じ
て
之
を
思
う
に

未
来
亦
然
る
べ
き
か
、
此
の
書
は
徴
あ
る
文
な
り
。
是
れ
偏
へ
に
日
蓮

の
力
に
非
ず
、
法
華
経
の
直
文
、
感
応

の
致
す
所
か
 (昭
定
遺
4
4
3
頁
)
 と

述
べ
る
に
あ
た
り
、
彼
自
身
は
、
こ
の
未
来
予
見
の
思
考
を
、
未
来

へ

の
勘
文
の
洞
察
力
な
り
、
神
力
な
り
を

一
切
あ
げ
て
法
華
経
の
感
応
の

い
た
す
と
こ
ろ
と
明
言
し
て
お
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
勿
論

こ
の
時
代
の
勘
文
の
意
が
、
吾
妻
鑑
の
第
四
十
九

・
文
応
元
年
三
月
等

に
み
ら
れ
る
如
く
、
大
地
震

・
大
天
災
等
に
対
す
る
陰
陽
道
輩
の
上
司

に
上
奏
す
る
勘
文
で
あ
ろ
う
か
ら
こ
の
時
代
通
念
を
日
蓮
も
勿
論
、
万

々
諒
承
し
て
の
上
の
勘
文
起
草
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
所
謂
、
術
数
家
の
い
う
太
歳
 
(木
星
を
以
て
人
君
の
象
と

し
、
諸
神
を
統
卒
し
、
方
位
を
正
し
時
序
を
幹
運
し
、
歳
功
を
す

べ
る
)

と
い
う
太
歳
を
紀
年
に
用
い
る
日
蓮
の
思
考
の
中
に
、
私
は
彼
の
陰
陽

道
的
教
養

の
一
端
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
の
で
あ
る
。
更
に
日

蓮
の
図
識
的
思
考
を
推
し
す
す
め
て
ゆ
く
な
ら
ば
当
然
安
国
論
所
引
文

証
の
二
大
経
典
た
る
薬
師
経
の
七
難
の

一
つ
星
宿
変
怪
の
難
な
り
、
仁

王
経
七
難
の
一
つ
た
る
星
宿
失
度
難
な
り
の
宿
旺
道
思
想
を
日
蓮
に
於

て
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
派
生
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
別

の
機
会
で
述
べ
て
み
た

い
。
そ
れ
に
し
て
も
薬
師
経
な
り
、
仁
王
経
な
り
の
七
難
の
星
宿
の
難

-268-



と
宿
旺
経

の
関
係
を
類
推
し
て
日
蓮
の
思
考

の

一
隅
に
図
識
思
想
な

り
、
密
教
思
想
な
り
が
潜
在
す
る
と
解
す
る
こ
と
は

一
の
飛
躍
的
論
題

で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
更
に
彼
の
叡
山
修
学
時
代

の
教
養
内

容
な
り
、
京
師
遊
学
中
の
陰
陽
道
師
家
と
の
交
り
と
か
、
例

の
安
国
論

の
ゴ
ー
ス
ト

・
ラ
イ
タ
ー
的
人
物

「大
学
三
郎
」
と
の
在
京
中
の
つ
な

が
り
等
が
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
こ
れ
に
は
私

は
高
橋

智
遍
氏

や
、
故
鈴
木

一
成
氏
の
見
解
と
は
稽

々
こ
と
な
つ
た
も
の
を
も
つ
て
い

る
が
こ
こ
に
は
紙
数
の
関
係
上
ふ
れ
ぬ
こ
と
と
す
る
。
只
彼
の
宿
旺
道

的
思
考
と
真
言
析
と
の
間
な
ど
の
矛
盾
と
い
う
徴
妙
な
問
題
が
介
在
す

る
。
又
、

安
国
論
の
草
稿
と
も
い
う
べ
き
守
護
国
家
論
と
の
関
係
に
つ

い
て
も
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
元
元
年
 (
一
二
五
九
年
)
 著
作
の

守
護
国
家
論
は
日
蓮
三
十
八
才
の
時
の
述
作
で
あ
り
、
安
国
論
草
稿
の

一
つ
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
は
勘
文
的
形
式

な

り
、
そ
の
色
彩
は
み
ら
れ
な
い
。
考
え
よ
う
に
よ

つ
て
は
守
護
国
家
論

執
筆
当
時
か
ら
更
に
文
応
元
年
 (
一
二
六
〇
年
)
 要
本
稿
了
の
際
に
お
け

る
時
代
的
推
移
の
き
び
し
さ
と
自
然
変
異
の
苛
烈
さ
に
益

々
そ
の
信
念

を
確
固
不
抜

の
も
の
と
し
て
行

つ
た
過
程
も
う
か
が
わ
れ
る
し
、
こ
の

間
に
日
蓮

の
勘
文
的
思
考
が
強
烈
と
な
つ
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。

日
蓮

の
予
言
し
勘
文
し
た
他
国
侵
逼
難
は
如
実
に
表
わ
れ
て
は
蒙

古
に
よ

つ
て
日
本
は
躁
り
ん
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
、
王
法
必
滅
の
時

で
さ
え
、

仏
法
は
存
し
得
る
と
い
う
確
信
は
、

こ
均
に
来

つ
て
単
な
る

陰
陽
道
的
勘
文
の
意
を
揚
棄
し
て
、
そ
の
昇
華
し
た
姿
を
絶
対
的
真
理

の
仏
法
と
し
て
の
法
華
経
に
見
出
し
た
わ
け
で
あ

る
。
従

て
日
蓮
の
云

う
国
家
は
法
華
経
支
配
の
王
孫
の
確
立
さ
れ
る
国

家
を

い
み
す
る
こ
と

に
も
な
り
、
国
家
鎮
護
の
為
の
勘
文
作
製
 
(安
国
論
執
筆
の
義
)
 と
な
つ

て
具
体
的
に
は
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
勘
文
の
究
極
的

現
証
は
客
観
的
に
考
え
て
必
ず
し
も
事
実
と
は
合

致
し
な
か
つ
た
し
、

日
蓮
の
考
え
た
他
国
侵
逼
難
は
国
民
の
血
を
以

て
賠
わ
れ
た
と
は
云

え
、
最
終
的
に
は
平
和
を
将
来
し
、
文
永

・
弘
安
両
役
も
終
局
の
時
点

に
立
て
考
え
れ
ば
元
軍
の
敗
退
と
い
う
歴
史
的
事

実
を
以
て
了
り
、
こ

れ
亦
必
ず
し
も
日
蓮
の
考
え
た
勘
文
現
証
を
将
来

し
た
と
は
言
い
が
た

い
。
特
に
文
永

の
結
果
に
つ
い
て
は
日
蓮
も
身
延
山
中
に
て
諒
承
の
筈

で
あ
る
。

こ
の
辺
に
護
教
的
既
成
日
蓮
門

の
宗
義
を
は
な
れ
て
謙
虚
に

判
読
す

べ
き
史
実
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
只
、

日
蓮
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
教
養
の

一
端
と
し
て
の
陰
陽
道
的
意
識
さ
え
も
、
時
に
は
こ
れ
を
昇

華
し
、
や
き
つ
く
し
去
つ
て
新
な
る
日
蓮
的
勘
文
の
意
を
創
造
し
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
他
の
同
時
代
の
宗
祖
に
は
み
ら
れ
な
か
つ
た
典

型
的
な
中
世
的
思
考
の
一
つ
の
タ
イ
プ
を
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
だ
け
は

否
定
で
き
な
い
。

1
 
妙
成
寺
誌
刊
行
会
桜
井
甚

一
編

「年
表
妙
成
寺
誌
」
1
6
頁口
絵
真
蹟
参

照
。

2
 
文
体
明
辮

・
巻
4
3
参照
。

(引
用
文
省
略
)

日
蓮

の
用

い
た
勘
文
 
(
か
ん
も
ん
)
 の
義

に

つ
い
て
 
(
岩

佐
)
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